
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの増加により、地球規模で温暖化が進んでいます。 

温室効果ガスの大部分を占める二酸化炭素は、化石燃料の消費などに伴い発生するものであ

り、地球温暖化問題は私たち一人ひとりの日常の生活や事業活動が原因となっています。 

我が国では、平成 23 年の東日本大震災の結果、相次ぐ原子力発電所の運転停止により、電力

需給の問題の顕在化に加え、火力発電所での化石燃料の消費量の増加により、日常の生活や事

業活動等で使用する電力料金が値上がりするなど、私たちの生活とエネルギーを取り巻く状況

は新たな局面を迎えています。 

こうしたエネルギーを取り巻く状況や社会情勢、環境の変化、最新の知見等を踏まえた上で、

今回「土浦市地球温暖化防止行動計画」の見直しを行いました。 

私たちが現在享受している豊かで快適な生活を維持しながら、今後も持続可能な社会を実現

していくためには、低炭素社会の構築に向けて現在のライフスタイルやビジネススタイルを変

革していかなければなりません。 

私たちのまち・土浦の自然・歴史・文化をはじめ、豊かな環境を次の世代へと引き継いでい

くため、私たちは今何ができるのかを真剣に考え、地球温暖化防止の取組の第一歩を踏み出し

ましょう。 

計画期間 2015～2019 年度（平成 27～31 年度）

※５年間の計画です。 

中期目標 2020 年度（平成 32 年度） 

長期目標 2050 年度（平成 62 年度） 
土浦市地球温暖化防止 

シンボルキャラクター 

「つーチャン」 
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地球温暖化の現状 

世界各地から地球温暖化が原因と考えられる気象の

変化（台風の大型化、降雨の変化など）、生物の生息域

の変化、農産物の品質低下などが報告されています。 

土浦市でも日平均気温は明らかな上昇傾向を示して

います。年間降水量も上昇傾向で推移しており、近年

では１日の最大降水量が 100mm 以上となるケースが増

えています。このままの状態で推移した場合、市民の

生活や農業への影響などが懸念されます。 

 

 

土浦市の温室効果ガスの排出量の現状と削減目標 

土浦市から排出されている温室効果ガスのほとんど（98％以上）は、家庭やオフィス、工場や

店舗などで、電気や石油、ガスなどのエネルギーの使用によって発生する二酸化炭素です。 
 

部門 主な発生源 

産業部門 
農林水産業、鉱業、建設業、製造業で
のエネルギーの消費による発生 

家庭部門 
家庭でのエネルギーの消費による発
生 

業務その他
部門 

オフィスや店舗などでのエネルギー
の消費による発生 

運輸部門 
自動車でのエネルギーの消費による
発生 

エネルギー
転換部門 

発電所等でのエネルギーの消費によ
る発生（土浦市は該当なし） 

 

何も対策を行わなかった場合（現状推移の場合）、2020 年度の土浦市の温室効果ガス総排出量

は、2005 年度（基準年度）から 6.4％増加すると推測されました。このため、土浦市では地球温

暖化防止に向けて温室効果ガスの削減目標（中期目標と長期目標）を設定し、この目標の実現に

向けて市民・事業者・行政が協働して各種の取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中 期 目 標 

2020 年度における温室効果ガスの排出量を

2005 年度比で 6.2％（17 万トン）削減します。

長 期 目 標 

2050 年度における温室効果ガスの排出量を

2005 年度比で 73％（194 万トン）削減します。

土浦観測所での観測結果 

エネルギーの使用による温室効果ガス排出割合 

世界的な景気後退が見られた 2009～2010 年度

に一時的に減少しましたが、近年再度増加傾向

を示しています。このため、現状推移の場合、

2020 年度は 2005 年度比で 6.4％増加します。

6.4％ 
増加 



 

エネルギーの使用により発生する温室効果ガ

スの削減を目指し、太陽光や新エネルギー等

のエネルギー高度利用技術の積極的な導入

や環境対応車の導入を進めます。

市民の暮らし、事業者の企業活動、行政の活

動によって発生する温室効果ガスを削減する

ため、各主体の省エネルギーや省資源に対す

る意識から変えていき、それを行動として実践

してもらうものです。

省エネ性能の高い建築物や公共交通機関等

の利用促進により、私たちが暮らす土浦市の

まちづくりから変えて、地球温暖化防止に取り

組むものです。

市民・事業者・行政が協働で地球温暖化防止

に向けた取組を進める仕組みをつくります。

10 緑化の推進

11 協働の「環」づくり

新エネルギー・エネルギー高度
利用技術の導入

1

環境教育の推進

6 エコドライブの実践

7 ごみの削減

8

観点４

協働の環づくり

観点３

低炭素型のコンパク
トなまちづくり

9 公共交通機関等の利用

意識の変革と実践

最新技術と最先端
技術の導入

観点２

観点１

建築物の省エネ化

2 環境対応車の導入

3 省エネ型家電機器の使用

4 エコライフ・エコビジネスの実践

5

 

土浦市の地球温暖化防止に向けた取組 

温室効果ガスの排出削減は、市民や事業者及び行政のそれぞれの主体が、役割と責任を認識し、

行動につなげていかねばなりません。土浦市は、４つの観点から地球温暖化防止に向けた取組を

推進・展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化防止の取組のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識の

広がり

活動の

つながり

社会システムの

変化

協働による

取組の環

協働による取組の環 

市民や事業者の個々の意識の

変化は、具体的な活動となっ

てやがて地域全体に浸透・拡

大していきます。 

主体間のネットワークの形成 

活動の実施主体（市民・事業

者・行政）が連携・協働して

取り組むことにより、大きな

効果が得られます。 

市民・事業者・行政が一体となって

地球温暖化防止に取り組むことで、

環境への負荷を抑えた「低炭素都市」

の実現を目指します。 



 

 

地球温暖化防止に向けた市民の取組 

地球温暖化問題は、私たちの日常の生活が原因となっていることを認識し、市民一人ひとりが

省エネルギー行動などを実践することが大切です。 

 

 

 
 

・太陽光・太陽熱を利用する設備の

設置を検討しましょう。 

 

 

 
 

・急発進をしない、アイドリングス

トップなどエコドライブの実践

に努めましょう。 

 

 

 
 

・クリーンエネルギー自動車の導入

を検討しましょう。 

 

 

 
 

・ごみ出しマナーやルールを守り、

適正にごみ出しをしましょう。 

 

 

 
 

・エコ家電など省エネ性能の高い家

電を購入しましょう。 

 

 

 
 

・エコリフォームにより住宅の断熱

性能を向上させましょう。 

 

 

 
 

・家庭エコ診断制度を活用し、省エ

ネの取組を推進しましょう。 

・エアコンは適度な温度に設定しま

しょう。 

 

 

 

・テレビを見ないときは悩まずさっ

さと消しましょう。 

 

 

 
 

・マイカーの利用から公共交通機関

の利用へ転換しましょう。 

 

 

 
 

・アサガオやゴーヤなどによるグリ

ーンカーテンを設置し、夏季の空

調負荷の低減を図りましょう。 

・沿道植栽や地域の花壇の緑化活動

に参加しましょう。 

 

 
 

・清掃活動や集団回収などの地域の

環境保全活動や環境学習活動に積

極的に参加し、活動の輪を広げま

しょう。 

 

 
 

・地球温暖化対策を推進するための

取組に積極的に参加・協力しまし

ょう。 

 

 

 

新エネルギー・エネルギー高度
利用技術の導入

1

太陽光発電１kW 当たり年間約
297kg の CO2 を削減 

クリーンエネルギー自動車１台当
たり年間 1.3ｔの CO2 を削減 

2 環境対応車の導入

新型機器の省エネ効果：冷蔵庫は
約 65％、液晶 TV は約 55％削減 

3 省エネ型家電機器の使用

液晶 TV をつけっぱなしにしないこ
とで年間 5.9kg の CO2 削減 

4 エコライフ・エコビジネスの実践

エアコンの温度設定による効果 
冷房 28℃：年間 10.6kg の CO2 削減
暖房 20℃：年間 18.6kg の CO2 削減

環境教育の推進5

アイドリングストップにより自動車１
台当たり年間 210kg の CO2 を削減 

6 エコドライブの実践

プラ製容器包装の分別収集により
焼却時の CO2 を約５％削減 

7 ごみの削減

断熱改修の省エネ効果（戸建） 
冷暖房負荷の 43％削減 

8 建築物の省エネ化

週２日往復８km の車の運転をや
めことで年間 185kg の CO2 を削減 

9 公共交通機関等の利用

10 緑化の推進

11 協働の「環」づくり

発行 土浦市 市民生活部 環境保全課 
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